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ocean の 巻 

中 里 介 山 



今日から rOcean の卷」 と 改める ことに 

致しました。 ocean は 申す まで もな く 「大 

洋」 のこと であります。 わざと 英語 を 用い 

たの は 気取った のではありません。 「大洋」 

とする よりも 「海原」 とする よりも 「わ だ 

つみ」 と 言って みるよりも、 いっそ この 方 

が この 卷に ふさわし いような 気持が する か 

ら であります。 従来 も 「みちり や」 と名附 

けて みたり 「ピ グミ ー」 を 出して みた リす 

るの も、 やはり 同様で、 ことさらに 奇を弄 

するとい う 次第ではありません。 規模が 大 



からい えば、 日本中、 この辺の 海岸に 及ぶ ところ はな 

いでしょう。 この 海 を Pacific ocean と 言います、 太 

平洋 とか 大海原と か 訳します かな、 米 利 堅の 国まで は 

さ えぎ 

遮る ものが 一 つもありません。 われわれ は 今、 世界 

でい ちばん 広くな がめ 得る 地点から 見て いるので す」 

田 山 白雲が、 それにつ いて 言いました、 

「事 ほど 左様に、 われわれ は 世界で 最も 大きな もの、 

最も 広い ものに 接して いながら、 その 刺戟と いう もの 

を 少しも 感じな いのは、 不思議と いっていいです」 

駒 井 甚三郎 が、 それ を 肯定して、 

「そうです、 何 かわれ われに 剌戟を 感ずる もの、 威圧 



を 感ずる もの、 窮屈 を 感ぜし める もの は、 偉大な もの 

じゃあり ません、 少なくも 広大な ものではありません」 

「そういえば、 そうか も 知れない が、 そうだと してみ 

れば、 われわれに 感激 を 与うる もの は、 すべて、 その 

ものの 迫 小と いう こと を 意味す る ゆえんと なります 

ね」 

「 一 概に 断言 もで きないが II 刺戟の 強い ものに は、 

あま リ 偉大な もの はない ようです」 

「といった ところで、 それで は剌戟 のない、 感激の な 

いものが、 ことごとく 偉大 だと いう わけに は ゆきます 

まい、 私 は 感激の 無い ところに、 偉大 性 は 無い ように 



でしよう」 

「それ は 無論です」 

こうぜん 

と、 田 山 白雲が 昂然と して 肯定しながら、 言葉 を つづ 

けました。 

ちょ-つじ 

「それ は 無論です、 日蓮が 朝廷 貴紳の 寵児で なく、 東 

国の 野人で ある こと を、 いまさら 洗い立て をす る 必要 

が どこに あります、 そんな こと は 比較に なりません、 

比較した つて、 なにも、 少しも 両者の 優劣、 尊卑、 大 

小に 関係した ことじゃありません」 

「まだ 結論に 行って いる わけではありません、 単に、 

逐一 比較して みょうと している だけの ものです から、 



ともかくも、 駒 井と、 田 山と、 二人のう ちが 一人 だ 

け 残って いれば まだ 安心な もの を、 二人が 轡を 並べ 

て 出て しまって は、 実際 あとの ことが 思われる。 せつ 

かく、 泊り を 重ねて 外出の 必要が あるならば、 駒 井 は、 

むしろ 田 山に 後 を 託して 置いて、 多少の 世話 は 焼けよ 

ひきぐ 

うと も、 マドロス 氏 あたり を 引 具して 来る のが 賢明で 

はない か。 

マドロス 氏が いけなければ、 むしろ 金椎 でも 供に つ 

れて 来る 方が よかった —— 

だが、 そんな ことまで 心配す る 必要 は あるまい。 二 

ゆうゆう 

人と もに こうして 悠々 と 出 H? のでき るに はでき るよう 



It is the ひ 1; end of government to suppsrt 

p>ower in reverence Witt! thie p>eop>le ひ nd to secure 

the people from the ひ t>use of p-ower; for lit>erty 

without ot>edience is confusion; ひ nd ot>edience 

^^&0£ lit>erty is slavery. 

駒 井 は、 これ を 一通り 読んで 後に、 最後の 署名で 頭 

を ひねりました。 

その 署名 は William t-enn と 読む より ほか はあり 

ません。 それ は それに 違いない が、 この ウィリアム- 

ペンと いう 名 は、 この 文句 を 唱え 出した 人の 名 だか、 

或いは この 流れ 罎を 投じた 人の 名 だか、 その 辺が よく 



わかりません。 

だが、 いずれにしても、 この 短い 文句 は、 ウイ リア 

ム • ペンなる 人の 頭脳 か、 筆蹟 かの 産物で あるに 相違 

ない。 或いは、 ウィリアム. ペンと いう 人の 著作 かな 

にかの 中の 文章 を 抜き 書した のか も 知れない と 思い ま 

した。 

しかし、 その 当時の 駒 井 は、 どうも ウィリアム • ぺ 

ン とい う 著名なる 学者 著作者 の 名前 を 知り ませ ん でし 

た。 

そこで、 ウィリアム はよ く 西洋人に は 見える 名 だか 

ら、 ペンと いうの は 筆の ことで、 つまり、 これ は 「ゥ 



「依ら しむべし、 知ら しむべからず です か」 

「そうです とも。 そり や 一 般の 程度が 進む か、 人間が 

ズッ とわ かって いれば、 どこまで 尊敬 信用しても かま 

わない が、 まだ 大多数の 人民なん ていう やつが、 さほ 

どたい した ものじゃありません からな、 やっぱり 政府 

は、 力で グン グン 押してい かなけり や 駄目です よ。 御 

覧 なさい、 なんの かんのと いう けれども、 水 野 越 前 や、 

か，. 伊 掃 部 頭が 押えて いた 時分 は、 徳川 幕府 も 力が あり 

ました けれど、 昨今の ように、 アメリカ も 尊敬し なけ 

り やならん、 ロシア も 一目置いた 方が いい、 諸国の 浪 

人 者に 対しても、 そう 強圧ば かり 加えても いかん、 大 



滑稽な 事件が 出没 するとい うの は、 滑稽な 事件が ま 

さに 起って いるので もな く、 現に 起りつつ あるので も 

なく、 これから 起ろうと する ので もな く、 今や 盛んに 

起りつつ、 消えつつ している の だから、 出没して いる 

と いうより ほか は、 言いよう がない と 思われます。 

それ は 一 個の 怪物 II 頭の 毛の 赤い、 素敵に 大きな 

眼鏡 を かけた 男性の 怪物が、 黒 灰 浦の 真中の 海へ 深く 

潜り込ん だかと 思う と、 暫くあって 浮き 上り、 浮き 上 

ると 共に、 あっぷあっぷと 息をついて、 浮袋に だきつ 

いて、 きょろきょろと 見廻し、 巌が 笑うよう な 笑い を 

一 つして から、 また 浮袋 を 離れて、 海の 深いと ころへ 



榊 新田の 古 陣屋 は、 高 崎 藩が 、この 海岸の 守護 を 承 つ 

て、 千 人 塚に 砲台 を 築いた 時分の 名残りで、 塀 崩れ、 

屋根 破れて いたの を、 昨今に なって 修理して、 その 中 

に 人が 働いて います。 

とうぞう じ い 

二人の 少年が、 のぞき 込む と、 車大工の 東 造 爺が、 

ろくろ 

轆轤 を あや つって いる。 

「(乂 i、 大変な ことがあれば ある もんだ ぜ、 黒 灰へ スッ 

テン ド ウジが 来て いるよ、 爺、 お前、 早く 行って 見て 

来な」 

かお 

車大工の 東 造 爺 は、 けげんな 面 をして、 

「え、 スッ テン ド ウジが —— スッ テン ド ウジが 黒 灰の 



浦へ 来たって？」 

東 造 爺 だけが、 少なくも これ だけに 受 入れて くれた 

のに、 二人が 力 を 得て、 

「頭の 毛の 赤い、 眼の こんなにで けえ、 絵に 描いて あ 

る 通り だよ！」 

「へえ …… 」 

「爺、 早く 行って 見な。 行 くんなら、 鉄砲 を 持って行つ 

たがいい かも 知れね ぇぜ」 

「ま、 ま、 ま、 ま- 

か わい そうに、 せっかく ここまで 来て、 東 造 爺まで 

がまた 一 笑に 附 しはじめました。 



少年た ち は、 見る も 無残に しょげ 返った が、 それで 

ち、 

「は、 は、 は、 は- 

と 第一 一笑に 附 した 東 造 爺 は、 ほかの 者が したよう に 冷 

たい もので はなく、 その 中には 多分の 同情 を 含んだ 

えしゃく 

会釈 を 以て 慰め 面に、 

「お前た ちが 見た と いう スッ テン ドウ ジは 違うよ、 

性が わかって るよ、 驚く に は 当ら ねえよ」 

「i き、 お前、 知って るの かい、 あの スッ テン ドウ ジを 

…：- J 

「は、 は、 は、 お前た ちが 黒 灰の 浦で 見た というの は、 



浮袋 を 片手に さげ、 多分 重し につけて 海へ 沈んだ も 

のだろう と 思われる 鉄の 玉 を 下へ 置いた マドロス 氏 は、 

炉辺に 有 合せの 丼 を 取り上げ ると 妙な 手つき をして、 

小屋の 後ろの 方 を 指さし、 何 を か 哀願す るよう な 表情 

をし つ つ 出て 行って しまいました。 

恐怖から 解かれて、 好奇ば かりにな つた子 供た ち は、 

あと を 慕って ついて 行って 見る と、 小屋の 後ろの 桃の 

め-つし 

木の下につな いであった 一 頭の 牝牛のと ころへ 来て、 

右の 異人が、 

「ハウ、 ハウ」 

と、 妙な 叫び を 立てました。 



た。 

この 勢いで は、 この 牝牛の 乳 を みんな 絞って、 みん 

な 飲んで しまう かも 知れない、 牛の 子の 飲むべき 乳 を 

< 間が 横取りして 飲んで しまう なんて、 なるほど、 

毛唐と いう もの は 随分 ひで えこと をす るな あ と い 

う 表情が、 子供た ちの 面に 現われる 頓着 もな く、 再度 

どん ぷリ 

の 丼 はこと ごとく 飲みつ くされて しまいました。 

それで 多分、 渴 きが 止った のでしょう、 悠々 として 

陣屋の 方へ 引返して 来る。 子供 は、 やっぱり その あと 

に ついて 戻る。 

幸いに、 ここ は 町並 を 少し 離れた ところで したから、 



わいわい 連が あまりた からなかった ものの、 それでも 

陣屋の あたりが、 ようやく 物 さわがしく なって きまし 

た。 

マドロス 氏 は、 そこで 無雑 作に 板の間 張りの 上へ あ 

あまた 

がり 込んで、 数多の 職人の 中 を 分けて II 車大工の 東 

造 爺が いるば かりで はなく、 ここに はなお 幾多の 若い 

職人が 働いて、 同じように 皆、 驚異の 眼 を マドロス 君 

に 向けて いる 中 を、 ニヤ ニヤと 笑いながら 通りぬ けて、 

一方の 板の 衝立の 蔭の、 誰に も 姿 を 見せない ところで、 

急 ごしら えの 椅子 テ ー ブルに 身 を もたせ、 お 手の 物の 

マドロス パイプに 火 をつ けて すまし 込みました。 



きた 

伴うて、 ここまで 集まり 来った という 次第であります- 

来て 見れば、 高 崎 藩の 旧 陣屋 を 利用した 引揚 事務所 

と、 その 準備と は、 自分が あらかじめ 指図 をして おい 

たのに ょリ、 遺憾な く 進行して いる。 

水練に 妙 を 得た マドロス 君 は、 先発して、 黒 灰の 浦 

の 船の 沈んだ 海面 を 日毎に 出没して、 たしかに 当り を 

つけて しまった。 

設備 さえ 完全 すれば、 船 全体 を 引き あげる こと も、 

必ずしも 不可能で はない ような こと を 言う。 また 潜水 

夫の 熟練な のさえ あれば、 補助 機関 だけ を 取 外して 

持って来 るの も、 難事で はない ような こと を 言う。 



まず マドロス 君 を 先陣と して、 一応、 海 をく ぐって 

その 勝手 を 見届けて 来る という ことが、 彼等の 第一 の 

使命で ありました。 

これらの 潜水夫 は、 おのおの この 浜辺に おいて 名誉 

の ものであるの みならず、 どうも、 この 浦で は あまり 

見かけない、 房 州の 南端 あたりから 連れて来 たもので 

あろうと 思わる る 海女が 二人まで 加わって おりました- 

これらの 海人 を 載せて、 船の 沈下して いる 海上まで 

運ぶべき 介 添 船 は、 海岸に 待って いる。 

浜辺で は、 今、 幾 力 所 も 盛んに 火 を 焚いて、 炎々 た 

る 焚火の 前に、 仁王の 出来 そこない のよう なのが 立ち 



r ナニ、 高 崎 藩で 黒船 を 引 揚げる？」 

「左様で ございます、 先年、 あの 黒 灰 浦に、 多分 ォロ 

シャ のであろう ところの 密獵 船が 吹き つけられて、 

一 艘 沈んで しまいました、 密獵 船の こと 故に、 船 を 沈 

めて そのままで 立 去りました のが、 今でもよ く 土地の 

者の 問題になります、 それ を 今度、 高 崎 藩が 引 揚げに 

着手 するとい う 噂 を 承りました が、 多分 その 騒ぎで 

あろうと 思います 」 

「怪しからん …… 」 

組頭 は 最初から 機嫌 を 損じて おり ましたが、 いよい 

よ 面 を 険しく して、 再び 遠眼鏡 を 取り上げ、 



ので —— そこで 追い かけて 彼等が 説明して いう ことに 

f6、 

「御覧 下さい —— あれ はお 勘定 奉行の 諒解 の 下に 

ほっとうにん 

やって いる 仕事で ございます、 しかも 作業の 発頭人 は、 

もとの 甲府 勤番 支配 駒 井能 登 守 殿で あるら しい ことが、 

意外 千万の 儀で ございました」 

それ を 聞いて、 組頭の 面の 上に、 かなり 狼狽の 色が 

現われました。 

「はは あ …… 」 

てい へん ぼん 

これ も 拍子抜けの 体で、 改めて、 翩 翻と ひるがえる 

旗印 を 見直す と、 丸に 立 波、 そう 言われて みれば、 紛 



なる 時と、 急なら ざる 時、 人材が 有る とか、 無い とか 

いう 時には、 必ず 誰かの 口から 引合いに 出されね ばな 

らな いこと になつ ている。 

さて は 没落と 見せた の は 表面で、 内々 は 小 栗 上野 介 

と 謀 を 通じて、 隠れた る 働き をして いたの か、 油断が 

ならない II と 軍艦 奉行の 組頭が、 この 時 はじめて 恐 

怖 を 催しました。 

軍艦 奉行の 威勢 も、 勘定 奉行の 権勢に はかなわない。 

さすが 勝 安房 守の 名声 も、 小 栗 上野 介の 旗印の 前に 

は 歯が立たない という こと を、 この 時の 賢明なる 軍艦 

奉行 配下 の 組頭が 心得て いたのでしょう。 



の 横 須賀へ 渡って いる。 

相 州の 横須賀 に、 幕府の 造船所が 出来た の は 昨年の 

こと。 

相 州 横 須賀の 造船所が、 主として 小 栗 上野の 方寸に 

出で たもので ある こと は 申す まで もない。 

横 須賀の 造船所が しかるの みならず、 講武 所 も、 兵 

学 伝習 所 も、 開 成 所 も、 海軍 所 も、 幕府の 新しい 軍事 

外交の 設備、 一として 小 栗の 力に 待たぬ もの はない。 

勝 安房 (海 舟) の 如き も、 小 栗に 会って は その 権勢、 

実力、 共に 頭が 上らない。 

駒 井 も、 旗本と して は 小 栗と 同格で あり、 その 新 知 



が 一 枚 控えて、 あたら 千両の 看板 を 一 枚、 台無しにし 

た 悲壮なる 黒幕が あります。 

舞台の 廻し 方が、 正当 (或いは 逆転) に 行くならば、 

あの 時、 西郷を 向う に 廻して 当面に 立つ 役者 は、 勝で 

なくて 小 栗で ありました。 単に 西郷 とはいわず、 いわ 

ゆる、 維新の 勢力の 全部 を 向う に 廻して 立つ 役者が、 

おぐ リ こうずけ のす け 

小 栗 上野 介で ありました。 

小 栗 上野 介 は、 当時の 幕府の 主戦論 者の 中心で あつ 

て、 この 点 は、 豊臣 家に おける 石 田 三 成と 同一 の 地位 

であります。 

ただ 三 成 は、 痩せても 枯れても、 豊 太閤の 智囊 であ 



り、 佐 和 山 二十 五 万 石の 大名であった のに、 小 栗 は 僅 

かに 二 千 八 百 石の 旗本に 過ぎない ことと、 三 成 は 野心 

満々 の 投機 者であって、 あわよ くば 太閤の 故智 を 襲わ 

ん としてい るのに、 小 栗 は、 輪廓に おいて、 忠実なる 

徳川家の 譜代で ぁリ、 譜代で あるが ゆえに、 徳川家の 

ために 謀って、 且つ、 日本の 将来 を も その 手に よって 

打開しょう とした 実際家に 過ぎません。 

むほん にん 

ですから、 石 田 三 成に 謀叛 人の 名 を 着せよう とも、 

ちゆ-つちよ 

小 栗 上野 を その 名で 呼ぶ に は 躊躇 しない わけに は ゆ 

力ない はずです 

徳 川の 天下に なつてから、 石 田 は、 一に も 二に も 悪 



火薬の 事 も、 造船の 事 も、 徴兵 も、 郵便 も、 今日まで 

功績 を 残して いる 基礎に 於て、 彼の 創案に なり、 意匠 

に 出で ぬと いう ものの ない こと 再 論す るまで もない。 

その 人となり を 聞いて みると、 酒を嗜 まず、 声色 

を 近づけず、 職務に 勉励に して、 人の 堪えざる ところ 

かいぎゃく 

を 為し、 しかも、 和気と、 諧謔と を 以て、 部下 を 服し、 

上に 対して は 剛直に して、 信ずる ところ を 言い、 K 黜 

せらる る こと 七十 余 回と いう こと を 真な りと せば、 

え やす 

得 易から ざる 人傑であります。 

小 栗 上野 介が、 単に 人物と して 日本の 歴史上に、 ど 

れ だけの 大きさ を 有する か、 それ は 成功せ しめてみ た 



無論 こっちの ものである。 

聯合 軍に は 海軍ら しい 海軍 は 無い のに、 幕府の 海軍 

は 新鋭 無比なる ものである —— そうして、 その 財政と、 

軍費に 至って は、 小 栗に 成案が あった はずで ある。 

かくて 小 栗 は 十分の 自信 を 以て、 これ を 将軍に 進言、 

せま たん 

というより 迫って みたけれ ど、 胆 死し、 気落ちた る 時 

はぜ ひがない、 徳川 三百 年来、 はじめて 行われた とい 

じ. 5 じ. S 

う 将軍 直々 の 免職で、 万事 は 休す！ そこで、 西郷と 

勝と が大 芝居 を 見せる 段取りと なり、 この 不遇なる 人 

傑 は、 上 州の 片田舎に、 無名の 虐殺 を 受けて、 英魂 未 

だ 葬 われない という 次第で ある。 



おかなかった であろう。 

西郷は 自身、 尊 氏に はなら な いまでも、 尊 氏に 祭り 

上げられる だけの 器 度 (？) はあった。 小 栗に は それ 

が 無い。 

すべて 歴史に 登場す る 人物と いう もの は、 運命と い 

う 黒幕の 作者が いて、 みな わりふられた 役 だけ を 済ま 

して 引 込む のに 過ぎない が、 西郷 は、 逆賊と なっても 

かくかく りこうもの 

赫々 の 光 を 失わず、 勝 は、 一代の 怜倾 者と して、 その 

晩年 は 独特の 自家 宣伝 (？) で 人気 を 博して いたが、 

小 栗 は 謳われない。 

時勢が、 小 栗の 英才 を 犠牲と し、 維新 前後の 多少の 



こうして 第一 日 は、 輪廓と、 内容の 要 部の 偵察 を遂 

げ、 明日より は 細部に わたり、 全部の 引 揚げが 可能 か、 

一部分の 取りこぼ ちが 有利 かに 向って、 精細なる 実地 

検分 を 遂げし めようと している 時に、 一 つの 故障が 持 

ち 込まれました。 

この 故障と いうの は、 もとより 官辺から 来たので は 

ない、 官辺 は 上に 述べた る 如き 諒解，. が ある。 

さらば この 附近の 漁民た ちが、 営業の 妨害 を廉 に、 

故障 を 持ち出し でもした のか。 そうで もない。 

漁民のう ちに は、 喜んで 作業の 募りに 応じて 働いて 

いる 者 も あれば、 見物 を 怪我 あらせな いように 見張り 



その 辺まで はわき め も ふらずに 上って 来たが、 ここ 

で 歩み を ゆるやか にした ものです から、 呼吸 もや や 平 

調に なった のでしょう。 ブレスが 正しくな つたた めに、 

歌 をうたい たくな つたの だか、 何 か 歌いた くな つた も 

の だから、 それで ブレスの 加減 をす る 気になった のか 



とにかく、 茂 太郎の 足が ゆるやかになる と共に、 

一 つと や I 

人 も 通らぬ 山道 を 

誰かさん と 

誰かさん が …… 



しかしながら、 いくら 長く 喋 つても、 弁 信の は 条理 

整然として、 引証 的確なる ものが あるが、 茂 公の は 無 

茶 苦 茶です。 論より 証拠、 引き つづいての 前記の 文句 

を 突然うたい 出されて、 面 食わない ものが あります か。 

だが、 こうして、 聞く 人 もない ところの 空気 を、 茂 

太郎 がしき りに かき 廻して いるの を、 不意に 惑乱せ し 

めた 動物が あるの も 皮肉じゃありません か。 

,1 時、 びっくりした 茂太郎 が、 見る とそれ はホ ルス 

タイン 種と 覚 しい 仔牛が 一 頭、 なれなれしく やって来 

て、 その 首 を 茂太郎 にこす りつけ ている ので ありまし 

た。 



平和なる 動物、 忍従の 動物、 沈勇の 動物、 犠牲の 動 

ま つ 

物、 労働の 動物、 博愛の 動物、 そこで 古来 神と して 祀 

られた 動物。 

ただいまの 論争 は 忘れて、 それ を しげしげと 見入つ 

た 清澄の 茂 太郎、 

「オット セィじ や、 ああ はいかな いんだ ぜ」 

この 子 は、 オット セィ に対して、 よくよく 執着が あ 

る ものと 見える。 そうでなければ、 鯨で 言い伏せられ 

た 腹癒に、 先方の 知識の 薄弱な ところ を ねらって、 ォッ 

トセ ィで 論鋒 を 盛り返 そうとす るの かも 知れない。 

「ねえ、 番兵さん、 牛 は あんなに 他人 (？) の 子で も 



大，. 切に して 育てる けれど、 オット セィの 親 は なかなか 

あんな こと はしな いんだ ぜ。 オット セィの 親 は、 なか 

なか ああ はいかな いんだ からな」 

「オット セィの 親が、 どうした というの だ」 

「オット セィの 母親と いうの はね、 番兵さん、 自分た 

えさ 

ちの 餌 を さがす ために、 三十 里 も 遠くの 海へ 出 るんだ 

うちうみ 

とさ、 そうして 帰って来 ると、 内海に 置いて 行かれた 

オット セィの 子が、 お 乳 を 飲みに 寄って 来る が、 ォッ 

トセ ィの子 は、 自分の 母親が ドレ だか わからな いもの 

だから、 どの 母親に でも 行って かじりつ くが、 母親の 

方で は、 自分の 子供 だけにし かお 乳 を やらない、 ほか 



を、 番兵さん が、 茂 太郎に 話して 聞かせました。 

子 鯨 を 殺された 親 鯨が、 毎日 その 時刻に なると 港外 

まで やって来て、 或いは 悲鳴 を あげ、 或いは 直立して 

1! 嚇を 試みつつ、 子供 を 返して くれと 訴 うる 様の いか 

にも 哀れな のに、 その子 鯨 を 殺した 漁師が、 熱病に か 

かって 死んで しまった、 という 話 を 聞いて いるう ちに ■ 

茂太郎 が、 親と いう もの は、 動物で さえ も それほど 子 

を 愛する もの だから、 自分 も 当然 親に 愛されて いなけ 

れ ばなら ない はずな のに、 その 経験 も、 記憶 も 無い と 

いう ことが、 この場合 になって、 茂 太 郎の興 を さまし 

てし まいました。 



り 力す る 

港の 外 を 見る と、 また やって来た。 母親が そこまで 

来たに は 来たが、 以前の 奮迅の 勇気 は 無く、 港の 外へ 

来て 悲しげに 泣く。 海が 急に わき 立った かと 思う と、 

母 鯨 は、 燈 台が 崩れた ように 海中に 直立して、 真白い 

腹 を 鰭で たたきながら、 「子 を 返せ」 「子 を 返せ」 と 狂 

いまわる II その 哀 求の 声。 

茂太郎 は、 その 声で ガバと 起き 上って しまいました。 

外で 子 をよ こせ、 子 をよ こせと 哀願して いる 声 は、 

自分 を 迎えに 来た ものの ように、 茂 太郎の 耳に 響き ま 

す。 



しかしながら、 もう 駄目です。 この 時、 後ろなる 或 

る 物から、 完全に 追いつかれて しまって いました。 

追いつかれ たもの を 見れば、 なんの 人騒がせな、 

くらやみ 

暗闇から 牛の 本文 通り、 これ は チュガ 公で ありました。 

チュガ 公の 後を慕って 来る の を、 或いは 疾走に よつ 

て、 或いは 威嚇に よって 追い返そう としたが、 ついに 

その 効な きこと を 知る と、 やが て 妥協が 成り立ち まし 

た。 

その 辻堂 を 出立す る 時、 チュガ 公の 背に は 一 枚の 古 

また みの かさ 

ゴ ザが 敷かれて、 その上に 跨がる 蓑 笠 の 茂太郎 II . J 



チュガ よ 

チュガ よ 

チュガ 公よ 

そ そ 1- ら 

そちら を 行つ て は 

あぜ 道へ 落つ こちる 

こちら を あゆび なよ 

あれ あちらの 

赤い 花の 咲いて いる 

お 寺の 前 を 通りな よ 

チュガ よ 



どこへ 出る にも 

羽織き て 

な こほう じょう 

那古 北条は 

いいと うりだ のん し 

これ は 他国者で も 少し はわ かる 歌。 茂太郎 から 歌わ 

れて、 小 旦那なる もの は、 悪い 面 もせず、 につ こと 笑 

む。 

チュガ よ 

チュガ よ 

チュガ 公よ 

そ/ -らそ >ら 



十二 

かくて、 まだ 朝と いわるべき 時間のう ちに、 早く も 

すの さき 

洲 崎の、 駒 井の 陣屋まで 帰って来て しまいました。 

「御苦労だった ね」 

うまや 

このごろ、 新築され た 厩 の 前へ 来て、 茂 太 郎が牛 か 

ら 下りる。 

厩に は 馬が いない。 いない はず、 これ は 駒 井と 田 山 

とが、 轡を 並べて 出て 行って しまった あとだから I 



「あれ、 お嬢さん、 浜 を 歩いて いる 後ろ姿が あら あ」 

「後ろ姿なら、 いい けれど、 ごらん」 

一 枚 をめ くると、 

「あれ、 お嬢さん がお 化粧して いる」 

「そうよ、 お 化粧なら まだいい けれど、 ここ を ごらん」 

「や あ、 お嬢さん、 裸になって 行水 をして いると ころ 

…：- J 

「いやじゃありません か、 いつの まに、 こんな もの を 

すきみ 

かいたん でしよう。 そっと 隙 見 をして、 こんなと ころ 

を かいち まっていながら、 知らん顔 をして いるんで す 

から、 ずいぶん、 人の 悪い 白雲 先生よ」 



十三 

この 近海へ、 鯨が 見えた という こと は 珍しい 報告で 

ある。 珍しければ こそ、 人が あんなに 騒いだ のだろう 

と 思われる。 

二人 もまた、 この 物置から 走り出して、 海辺へ 出て 

見る と、 鯨 だ、 鯨 だと 言った の は 多分、 I 黒船 だ、 黒船 

だ」 と 叫んだ その 聞き そこね か、 そうでなければ、 早 

まった 人た ちの 間違いだ ろうと、 一目で そうわ かりま 

いっそう 

した。 眼の 前に、 一艘の 大きな 黒船が 来て いる。 



慣らされて はいるが、 それでも、 いま、 眼の 前に 現わ 

れた ほどの 黒船 は、 あまり 見なかった 黒船であります。 

らせんし き マス 卜 

木造、 螺旋 式、 三本 檣、 フ リゲット II 長さ は 無慮 

二百 四 五十 尺、 幅 は 三十 尺 以上 四十 尺の 間、 排水 は、 

くろうと 

玄人の 目で 見て 三千 トン は 動かぬ ところ —— 

それが 悠々 として 浦賀 海峡の 真中、 江戸の 湾口に 横 

うらびと 

た わって いるので すから、 船 を 見る に 慣れた 浦人の 眼 

を も、 驚かさな いわけに は ゆきません。 

おのの 

眼 を 驚かす ばかりでなく、 心 を 戦かし むる こと は、 

ののし かお 

浦々 の 人が 浜辺に 出て 指さし 罵 りさ わぐ 面の 色 を 見 

て も、 明らかです。 



「踊って ごらんな、 誰も 見る 人 はない から」 

「そんなら 踊りましょう」 

「その 砂の 上で、 少しし め りのあると ころがい いで 

しょう、 はだしに おなりなさい、 足 あとが 砂の 上に つ 

くから。 やわらかで いいでしょう」 

「ええ、 乾いた 砂の 上よ リ、 こっちの 湿ったと ころの 

方が 踊りい いね」 

「さあ、 誰も 見て いないから、 思いきって 踊って ごら 

ん」 

フ k;*k ；」 

茂 太郎は 誰も 見ない ところで、 思いきって 踊る こと 



津の宮 の 鳥居の 下から、 舟 を やとうた 田 山 白雲 は、 

鯉の あらい、 白魚の 酢 味噌 を 前に 並べて、 行々 子の 騒 

ぐの を 聞き流し、 水郷の 中に 独酌 を 試みて いる。 

船 は、 どこまでも 流れに まかせて 進む から、 これ は 

鳥居 前から、 十五 島 を 横断し、 十二 橋 をく ぐって 潮 来 

へ 出ようと いう 目的で はない らしい。 

利根の 流れ を ズンズ ンと浪 逆 浦へ 出て、 多分、 鹿 島 

の 大船 津を 目的と する もの だろうと 思われる。 つま リ_ 

香 取の 神宮へ 参拝して、 潮 来 出 島 は あと 廻し にして、 

鹿 島 神宮 を 志す ものら しい。 



中流に して、 田 山 白雲 は、 杯 を あげて 船頭 を 呼び 

ました、 

「おい、 若，. 衆、 一 つやら ないか」 

つまり、 利根 川の 舟の 船頭さん であると ころの 若い 

のに、 杯 を さした ものです。 

「こり や あ、 どうも」 

と、 その 若い 船頭さん が 恐縮す る。 この 兄い は、 ちょ つ 

と、 いなせな ところが ある。 恐縮しながら 水 棹 を 置き、 

鉢巻 を 取りながら やって来 ると、 

「兄い、 おめえ は 土地の人 か」 

田 山 白雲が、 調子 をお ろして 尋ねて みます と、 若衆 



「剣術 は 何 流 をお やりになります か。 水 戸に は、 なか 

なか 使える 先生が あります よ、 水 戸へ おいでになり ま 

した か」 

「まだ 水 戸へ は 行かん、 土 浦に はどう だ」 

「左様です ね、 土 浦の 方の こと は 委しく 存じません が、 

香 取 様の 前に は 天真 正伝 神 刀 流、 飯 篠長威 斎 先生のお 

墓が) J ざ い ます、 飯篠 先生の 御子 孫の 方 も いら つし や 

います」 

「ああ、 そうだ、 そうだ、 どちらもお 訪ねして 来たと 

ころ だ」 

「左様で ございま すか —— おやおや、 舟が 横つ 走り を 



頭と 面 を 見合わせ、 に つ こり 笑いながら 棹 を 外ら して、 

若い 船頭 を 突つ つく。 

「あ、 痛え な」 

若い 船頭が、 仰山な 叫び 方 をす ると、 

「いたけ り や 辛抱して いろよ、 誰も 巳 之さん を おん 出 

す 人 はねえ だから」 

「それじゃ、 おつかの 舟 貸す か」 

「乗れね えに、 持ち上げ ろよ」 

「ナニ ョ—、 しんだ」 

「うるせ えな、 この オペラ カシ」 

白雲の 耳に は、 IE とも わからない ざれごと を 言い 



やしろ かまた リ こう ずい おうざん こん ぼんじ 

口、 コ イロの 社、 鎌足 公の 邸 跡、 瑞甕山 根本 寺で は 

ちょうでんす せつ そん 

兆 殿 司の 仏画、 雪 村の 達磨と いうの を 見せても らい、 

芭蕉 翁の 鹿 島 日記 にても 心を惹 かれ、 鹿 島の 町、 末社 

の 数々、 二の 鳥居、 桜 門、 御 仮殿 —— かくて、 鹿 島 神 

宮の 本殿 11 

しかし、 鹿 島 は 単に 神宮 だけでなく、 裏へ 廻って 

鹿 島灘を 見る ことが、 この 行中の 一 つの 重要なる 目的 

でなければ ならぬ。 

かなめいし いたのみ や たかま 

その 目的 を 以て 田 山 白雲 は、 要石から 潮宮、 高 間 

の 原の 鬼 塚、 末 無 川の いわゆる 鹿 島の 七不思議 を 見て、 

下津の 浜まで 来て しまいました。 
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